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予算総額：74億3,281万円
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歳 入
■収入済額
64億1,735万円
（収入率 86.3％）

自
主
財
源

町 税 21億7,558万円
22億 1,506万円

繰 入 金 5億 835万円
5億 835万円 100.0%

繰 越 金 3億8,669万円
3億8,669万円 100.0%

諸 収 入 1億5,130万円
1億6,130万円 106.6%

その他の収入 1億5,905万円
1億5,280万円 96.1%

依
存
財
源

町 債 12億5,775万円
3億2,345万円 25.7%

地方交付税 11億7,600万円
11億 8,354万円 100.6%

国庫支出金 9億7,075万円
8億9,826万円 92.5%

県 支 出 金 3億4,634万円
3億 511万円 88.1%

地方譲与税
・ 交 付 金

3億 100万円
2億8,279万円 94.0%

歳 出
■支出済額
61億1,765万円
（支出率 82.3％）

民 生 費 22億3,200万円
19億 8,024万円

総 務 費 17億9,216万円
14億 2,646万円 79.6%

土 木 費 13億4,097万円
8億6,237万円 64.3%

教 育 費 6億1,535万円
5億2,483万円 85.3%

公 債 費 5億8,443万円
5億8,377万円 99.9%

衛 生 費 4億4,910万円
3億8,162万円 85.0%

その他の支出 4億1,880万円
3億5,836万円 85.6%

平成26年4月1日～平成27年３月31日一般会計

町の財政事情は、毎年2回お知らせしています。今回お知らせするのは、平成27年3月31日現在の
状況です。各会計の収入支出がどのように進められたか、みなさんの税金の負担はどのくらいか、
町債（町が借りているお金）がどれだけかなどについて紹介します。なお、平成26年度の決算は、
5月31日の出納整理期間満了後の収入済額及び支出済額となります。決算の公表は、12月号の広
報でお知らせする予定です。
※出納整理期間とは…… 前会計年度末（3月31日）までに確定した債権債務について、所定の手続きが完了し、

現金の未収未払の整理を行うために設けられた期間（4月1日～5月31日）
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数字下段…
予算現額
収入済額

数字上段…

数字下段…
予算現額
支出済額

101.8%

88.7%

平成26年度 下半期
財政事情の公表
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税目 調定額 納税義務者数 一人当り負担額
町民税（個人） 899,705,961 円 9,032 人 99,613 円
町民税（法人） 129,812,200 円 429 法人 302,593 円
固定資産税 1,003,365,000 円 6,795 人 147,662 円
軽自動車税 34,119,800 円 5,715 人 5,970 円

目的別
目　　的 未償還元金 構成比

学校教育施設整備事業 6億 5,461 万円 10.9%
公共事業 5億 8,565 万円 9.8%
一般単独事業 4,253 万円 0.7%

厚生福祉施設整備事業 2,588 万円 0.4%
その他 46億 8,852 万円 78.2%
合　　計 59 億 9,719 万円 100.0%

※未償還元金（残高）の対前年同期比較は、1億9,550万円の増となります。

会計名 予算現額 収入済額 支出済額
国民健康保険特別会計 22億 6,134 万円 20 億 9,507 万円 20 億 1,758 万円
下水道事業特別会計 7億 4,138 万円 6億 7,889 万円 5億 9,836 万円
後期高齢者医療特別会計 1億 6,636 万円 1億 5,761 万円 1億 4,156 万円

合　　計 31 億 6,908 万円 29 億 3,157 万円 27 億 5,750 万円

収益的収入 収入済額 資本的収入 収入済額
営業収益 1億 6,626 万円 負担金 4,503 万円
営業外収益 1,195 万円 加入金 294 万円
合　　計 1 億 7,827 万円 合　　計 4,797 万円

収益的支出 支出済額 資本的支出 支出済額
営業費用 1億 3,248 万円 建設改良費 7,869 万円
営業外費用等 1,897 万円 企業債償還金 2,138 万円
合　　計 1 億 5,145 万円 合　　計 1 億    7 万円

平成27年 3月31日現在

目

町債の現在高

税目

税負担状況

会計名

特別会計

収益的収入

上水道事業会計

町の財産町債とは、学校や道路の建設など、一度
に多くのお金がかかるもののために、
町が国や金融機関から借り入れる長期
的な借金のことです。

特定の事業を行うために、特定の歳入・歳出を一般会計と区別して経理するための会計です。

上水道事業会計は、利用者からの料金などによって公共の利益を目的に経営する会計です。
水道料金や施設の維持管理費などの営業面からみた収支が「収益的収支」、水道施設の
設備のための費用とその財源など、所有財産からみた収支が「資本的収支」です。

※基金現在高の対前年同期比較は、
　5億22万円の減となります。

土地 
211,832㎡

建物 
60,517㎡

基金 
33億2,134万円￥


